
ピア・コミュニティで繋がり、
ピア・コミュニティを繋ぐ

2021年２月26日（金)

お願い
・本講義中はカメラはオン・マイクはミュートに設定してください
・表示名を【所属コミュニティ/名前（例：運営本部 松田(●回生）】としてください。



松田 優一（まつだ ゆういち）
学校法人関西大学管財局管財課
日本ピア・サポート学会理事

特定非営利活動法人Peer Do理事

自己紹介



ピア・サポートとの出会い
大学１年生から学園祭実行委員として活動していた。

2007（平成19）年に関西大学が申請した学生支援の取り組み（＝
ピア・コミュニティ）が学生支援ＧＰ（文科省の教育改革支援事
業）に採択されたことを受け、学生生活課（現学生生活支援グルー
プ）の職員から活動参加の打診を受けた。

当時の私は、学園祭実行委員の役員を務めており、ピア・サポート
どころでは無かった。。。

ただ、私と私の友人（当時、学術研究会本部長）しか、活動に興味
を示した者がいなかったため、自動的にピア・コミュニティ創設の
中心になった。



ボランティア活動もピア・サポート活動も

全く興味なし！！



しかし、

学生にしか出来ないことを
やりきったと言い切れる学生生活を
ピア・サポート活動を通して
実現することができた。

そんな、“ピア・サポートの魅力”をお話しします！



本日の流れ・到達目標

①「ピア・サポートとは何か」を説明する
ことが出来る
②「ピア・サポート」の背景や効果を説明
することが出来る

有意義なピア・サポート活動が出来る。



受講の心得

・めりはりをつけて、大胆に学びましょう。
・体験を大切にし、感じたことを素直に表現しま
しょう。
・個人の情報や表現されたことは、ここの場所だ
けで扱います。

・時間を大切にしましょう。



アイスブレーク

・文字通り、固い氷を壊す（溶かす）ように、
参加者の緊張をほぐす活動のこと

・そこに集まった目的の達成に積極的に関わ
ってもらえるよう働きかける技術



ムードメーター

①
エネルギー高

エネルギー低

心地よい心地悪い

②

③ ④



ピア・サポートについて学ぶ



ピア・サポートとは何か
説明できますか？



「サポート」と「レスキュー」の違いは

説明できますか？？



「ピア・サポート」と「ボランティア」の違いは

説明できますか？？



ピア・サポートの構造
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出典：日本ピア・サポート学会（2017）を一部改変



実際に行ってみる

実際の体験をシミュレーションする

ドラマ化して発表する

発表する

ディスカッションに参加する

現場で行われている様子を見る

デモンストレーションを見る

展示物を見る

映画を見る

絵を見る

言葉を聞く

読む

関与の性質

受動的

能動的

ことばで受け取る

視覚的に受け取る

参加する

行う

読んだことの１０％

聞いたことの２０％

見たことの３０％

見て聞いたことの５０％

自分で言った
ことの７０％

自分で言って
行ったことの

９０％

学習のピラミッド （Edgar Dale 1946）

2週間後に覚えていること

出典：日本ピア・サポート学会（2017）



ピア・サポートと欲求充足

交流欲求

承認欲求

影響力欲求

自己有用感

向社会性

対人関係スキル
他者信頼感

モデルの獲得

対人関係
スキル

規範意識

社会的欲求理論
By トンプソン，コーエン(2003)

サポーター

被サポーター

サポーターと被サポーターが獲得する
もの

出典：日本ピア・サポート学会（2017）



「学生の能動的態度やコミュニケーション能力
が高まった」86.5％

「自律的な学生が増えた」71.0％

「就職にも良い効果が期待できそうだ」69.9％
出典：日本学生支援機構「大学、短期大学、高等専門学校における学生支援の取組状況に関する調査」（2011）

大学ピア・サポートの効果



ピア・サポートの背景



ピア・サポートの歴史

1970年代 カナダ
調査結果：問題（悩み）の８０％は生徒同士で解決

～悩み～
友達関係
孤独
進路

学業成績
両親
性

飲酒・薬

ピア・サポートは生徒たちが『耳を傾けること』『支援すること』
『友達として思いやりを示すこと』ができるように訓練し、スーパ
ーバイズするプロセス
（ブリティッシュコロンビア大学レイ・カー博士）

①自助を基本（セルフヘルプ）
②生徒がお互いに助け合えるように指導する（ピアヘルピング）

School
counselr

1990年代
ここから各国へ広がり、国々によって独自性を帯びていく
※日本では、いじめが社会問題化した平成6年頃から注目をあびる。

出典：日本ピア・サポート学会（2017）



何らかの悩みを抱えている大学生って
どれくらいいると思いますか？



「自分のことを何でも話せる友人」が
“いない”学生はどれくらいいると思いますか？？



大学におけるピア・サポート（※）の実施状況

注：ピア・サポート：学生生活上で支援（援助）を必要としている学生に対し、仲間である学生同士で
気軽に相談に応じ、手助けを行う制度。
出典：日本学生支援機構（2006、2009、2011、2014、2017、2018a、2020）を基に筆者作成。



大学ピア・サポート活動の例

出典：安部(2017)



関西大学における
ピア・サポートのはじまりと取り組み



不安や悩みの解決方法

出典：関西大学（2017）



不安や悩みを何でも話せる友人の有無

１年次生の25.7％が
「いない」と回答

出典：関西大学（2017）

「何でも話せる友人がいる」学生
の87.9％が「学生生活が充実し
ている」と回答したのに対して、

「何でも話せる友人がいない」学
生の「学生生活が充実している」
の回答は12.1％。



ピア・コミュニティの目的

①全学的な取り組みとして、学生が求める学生
支援を、学生自らが実践する「学生総ピア・サ
ポータ体制」の実現。
②ピア・サポート活動での様々な体験を通して、
他者を思いやる豊かな人間性や社会人基礎力の
涵養を図る。
③関西大学への帰属意識を持った学生の育成。
④関西大学内における「居場所」の創出。



ピア・コミュニティ運営本部の立ち上げ
2008（平成20）年の夏頃から、徐々に職員からの
活動開始の期待（＝プレッシャー）を感じ始める。

メンバーも数名集まった（集めた？）ことから、学
園祭終了後、企画を実施。企画参加者を勧誘する形
でメンバーを増やした。

でも・・・ピア・サポートって何だ？？
もちろん、歴史や伝統も全く無い。
企画をやっても集まらない。



「自分達にとってより良い大学とは？」

それは、
「どうすれば実現できるか？」
「そのために使えるリソースは何？」
と考え続けた日々だった。



「何か面白いことないかな？」
「面白いことできないかな？」
「大学に名を残そう！！」

熱く語り合ったことは一生の思い出。



「問題発見能力」
「問題解決能力」が自然と養われて
いたことを今になって実感している。

また、多くの人との出会い、
自分の視野を拡げることができた。



有意義なピア・サポート活動のために



ミッションとビジョンを共有する。
（わかりやすい言葉で言える）



コミュニティのルールを共有し、
皆が守るようにする。



活動計画に忠実に運営する



ニーズ把握（＝問題発見）の
コツを知る



情報のアンテナを張っておく
他大学の情報を知る



他大学・他団体と協力、協働する



学生だからできること、
学生にしかできないことも
あるということを理解する



「ヒト」「モノ」「カネ」
全てあることを認識しておく



自分達も楽しむ

「オン」と「オフ」を分ける



振り返りをきちんと行う



仲間を知り、長所を活かす
（役職は役割でしかない）



大人に評価されるようにする



真剣に取り組む、妥協しない
物事をプラス思考で考える

（きっと出来る！もっとできる！）



学費以上に大学を味わう



大学にやらされるのではなく、
自分のために自ら行動する



まとめ



ピア・サポート活動は、
課外活動ではなく、教育活動



つまり、
「知識」「技術」の実践活動



関大生による関大生のための
「関西大学」へ

それを実現できるのは君たちです！



大学は変えることができる



質問コーナー
・各コミュニティの繋がりを深める活動を行いましたか？
もし行ったのなら具体的に何をしたのかをお聞きしたいです。

・大学以外で行われているピア・サポート活動について、どのような活動があるのかお聞きした
いです。

・ピア活動に関わるようになったきっかけ。

・現在のピアと松田さんが所属していた当時のピアを比較して、違うところ、同じところは何か。
松田さんからみて、現在のピアの良い点、悪い点は何か。

・他大学と比べて、関大ピア・サポートの強みと弱み

・これからの関大ピア・サポーターに期待すること

・最近のアカデミックな分野でのピア・サポートのトレンドと、関大ピア・コミュニティが目指
すべき姿についてお伺いしたいです。

・メンバーのモチベーションを高めるにはどうしたらいいですか。

・ピア・サポート活動から得た学びを社会人になって活かせた場面などはありますか。



伸びる大学とは？

我々は考え続けます！

ご質問等ございましたら
y-matuda@jm.kansai-u.ac.jpまでご連絡ください。
※本スライドの無断転載、引用はご遠慮ください。



参考（引用）文献
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日本ピア・サポート学会，2017『ピア・サポート・トレーナー養成講座テキスト』.
日本学生支援機構 ，2020「大学等における学生支援の取組状況に関する調査（令和元年度）」
（https://www.jasso.go.jp/about/statistics/torikumi_chosa/__icsFiles/afieldfile/2020/12/07/1_kekka.pdf,, 2021.2.20）
松田・山咲，2020『愛媛大学理学部授業運営サポーター養成合宿配付資料』.



病院は靴を売るところでも教育をするところ
でもない。そのミッションは病気の治療である。
しかし目標は変化していく。重要だったこと
が二義的となり、場合によっては意味さえな
くなる。変化を観察しなければならない。

（P.F.ドラッカー著 「非営利組織の経営」）



非営利組織は、人を変えたとき役割を
果たす。非営利組織が生み出すものは、
治癒した患者、学ぶ生徒、自立した成人、
すなわち変革された人の人生である。

（P.F.ドラッカー著 「非営利組織の経営」）



おまけ（参考図書）



https://www.honnomori.co.jp/isbn978-4-938874-80-3.htm
https://www.honnomori.co.jp/isbn978-4-86614-118-3.htm
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